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第三種郵便物認可昭和56年 4月 1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

一般会計8411750万円 特別会計23t意9，707万円

1.8% 蛾会費 151，460

3
月
定
例
市
議
室
は
、

3
月
5
日
に
聞
か
れ
、

初
日
閉
会
し
ま
し
た
。

会
期
中
に
提
出
さ
れ

た
議
案
は
町
議
案
で
、

そ
れ
ぞ
れ
審
議
議
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
承
認
に
な
っ
た

案
件
の
中
か
ら
抜
す
い

し
て
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
田
年
度
一
般
会

計
予
算
総
額
は
八
十
四

億
七
百
五
十
万
円
で
主

な
も
の
は
、

総
務
費
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
防
犯
、
事

故
防
止
の
た
め
の
安
全

施
設
、
街
路
灯
、
道
路

反
射
鏡
、
防
護
さ
く
、

防
犯
灯
な
ど
の
設
置
費

を
計
上
し
、
ま
た
新
川

広
域
圏
事
務
組
合
負
担

金
及
び
魚
津
市
史
史
料

編
等
を
計
上
し
た
。

民
生
費
で
は
、
国
際

障
害
者
年
記
念
特
別
事

業
と
し
て
、
公
共
施
設

の
玄
関
、
便
所
等
の
改

装
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
助

成
、
灯
油
の
配
付
等
を

計
画
し
、
ま
た
、
心
身

障
害
者
年
金
の
増
額
、

心
身
障
害
者
介
護
者
介

護
手
当
、
老
人
健
康
診

査
、
老
人
居
室
整
備
資

金
の
貸
付
等
の
経
費
を

商工費 264，7853.1%

計
上
し
ま
し
た
。

今
年
も
市
の
事
業
と
し
て
、
老
人
の

た
め
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
幸
市

の
内
容
の
充
実
を
図
り
、
実
施
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
主
な
も
の
は
、

老
人
福
祉
ニ
ュ
ー
ス
発
行
、
入
浴
サ
ー

ビ
ス
、
ひ
と
り
暮
し
老
人
1
泊
保
養
、

公
園
の
軽
作
業
等
が
あ
り
ま
す
。

児
童
福
祉
対
策
と
し
て
、
私
立
保
育

園
の
育
成
、
児
童
ク
ラ
ブ

・
母
親
ク
ラ

ブ
の
指
導
育
成
、
私
立
保
育
園
の
運
営

貸
付
金
等
計
上
し
、
ま
た
、
新
し
く
道

下
保
育
園
改
築
事
業
九
百
平
方
メ
ー
ト

ル
事
業
費
一
億
六
千
五
百
三
十
一
万
九

千
円
と
、
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
三

百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
事
業
費
五
千
八

百
九
十
八
万
三
千
円
を
計
画
し
児
童
福

祉
対
策
の
内
容
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

衛
生
費
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
管
理
、
病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
、

予
防
対
策
、
住
民
検
診
、
成
人
病
検
診
、

健
康
講
座
の
開
設
な
ど
を
行
い
、
ま
た
、

救
急
医
療
対
策
と
し
て
、
急
病
患
者
の

医
療
体
制
の
運
営
費
を
見
て
い
ま
す
。

環
境
衛
生
に
お
い
て
は
、
し
尿
、
ゴ
ミ

収
集
業
務
を
実
施
し
、
き
れ
い
な
明
る

収益的収 入及 び支出

(2) 

い
街
づ
く
り
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
今
年
も
江
口

地
区
で
新
農
業
構
造
改
善
事
業
(
農
村

広
場
施
設

・
育
苗
乾
燥
合
体
施
設
)
を

実
施
す
る
ほ
か
、
野
菜
の
出
荷
価
格
の

安
定
を
図
る
た
め
の
野
菜
価
格
安
定
資

金
協
会
に
助
成
金
を
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
の

一
環
と
し
て
、
麦
作
対
策
に
伴
う
地
域

農
業
振
興
事
業
(
乾
燥
機
・
乾
燥
施
設
、

コ
ン
バ
イ
ン
等
)
実
施
し
、
水
回
転
作

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

水
産
関
係
で
は
、
鮭
人
工
ふ
化
、
イ

ワ
ナ
、
ア
ワ
ビ
、
ク
ル
マ
エ
ビ
の
放
流

に
、
ま
た
、
タ
コ
ツ
ボ
投
入
、
新
し
く

並
型
魚
礁
等
に
力
を
入
れ
、
増
殖
を
図

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
漁
業
用
燃
油
対
策
緊
急
特
別

資
金
利
子
補
給
、
漁
業
施
設
近
代
化
資

金
利
子
補
給
、
経
団
漁
港
修
築
事
業
等

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
農
林
水
産
業
関
係
に
つ
い
て

は
(
主
な
事
業
)
の
通
り
で
す
。

商
工
費
で
は
、
商
工
団
体
の
育
成
と

金
融
対
策
と
し
て
、
中
小
企
業
金
融
対
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dZL Z 計 名 昭和55年度 昭和56年度 前年対比

骨量 ぷZLZ 言十
千円 千円 % 

一 8，385，500 8，407，500 100.3 

下 7.K 道事業 7，697 27，623 358.9 

特ー
簡易水道事業 13，835 11，986 86.6 

思Ij 国民健康保険事業 1，732，690 2，019，559 116.6 

~ 農業 共済事業 127，906 146，734 114.7 

計
水族 館 事 業 903，664 191，168 21.1 

言十 2，785，792 2，397，070 86.0 

tロk 言十 11，171，292 10，804，570 96.7 

策
事
業
、
勤
労
者
融
資
対
策
事
業
等
を

計
上
し
、
ま
た
、
商
庖
街
の
近
代
化
指

導
育
成
事
業
と
物
産
展
な
ど
の
開
催
費

等
販
売
路
拡
大
に
カ
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
し
く
中
小
企
業
退
職
金
共

済
加
入
奨
励
金
と
未
組
織
労
働
者
融
資

保
証
料
補
給
金
の
助
成
等
を
計
上
し
ま

し
た
。観

光
で
は
、
新
水
族
館
が
4
月
に
開

館
い
た
し
ま
す
の
で
観
光
魚
津
の
宣
伝

と
観
光
客
の
誘
致
に
つ
と
め
る
。
な
お

新
し
い
事
業
と
し
て
特
産
品
開
発
販
売

促
進
事
業
(
開
発
品
目
の
選
定
、
開
発

品
目
そ
の
他
の
特
産
品
の
販
路
対
策
等
)

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

土
木
費
で
は
、
今
年
は
新
し
く
早
月

川
緑
地
築
造
事
業
及
び
運
動
公
園
調
査

二としの市全体の予算

費
を
計
上
し
ま
し
た
。

な
お
、
建
設
事
告
摂
関
係
に
つ
い
て
は

(
主
な
事
告
さ
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

消
防
費
で
は
、
消
防
自
動
車
購
入
費
、

防
火
水
槽
設
置
事
業
、
消
火
栓
設
置
費

等
消
防
施
設
の
充
実
に
よ
り
消
火
活
動

に
一
層
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
し
く
水
難
事
故
に
対
処
す

る
た
め
、
救
助
用
具
の
購
入
に
よ
り
水

難
防
止
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

教
育
費
で
は
、
西
部
中
学
校
校
舎
増

改
築
事
業
、
東
部
中
学
校
校
舎
増
改
築

事
業
等
の
建
設
事
業
費
を
計
上
し
、
ま

た
、
経
団
小
学
校
境
界
、
上
中
島
小
学
校

グ
ラ
ン
ド
の
整
備
等
を
す
る
ほ
か
、
大

町
公
民
館
の
建
設
費
及
び
図
書
館
書
庫

増
築
費
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
教
材
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
に
実
験
実
習
費
、
図
書
費
、
特
別

教
材
備
品
の
充
実
等
父
兄
負
担
の
解
消

に
つ
と
め
る
た
め
増
額
を
図
り
ま
し
た
。

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
地
区
公
民
館

を
核
に
青
少
年
、
婦
人
、
成
人
等
の
学

級
を
開
設
、
生
涯
教
育
の
推
進
に
努
め

る
と
と
も
に
、
芸
術
文
化
活
動
等
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

保
健
体
育
に
つ
い
て
は
、
体
育
施
設

の
整
備
、
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
や

各
種
大
会
を
通
じ
て
、
市
民
の
体
力
づ

く
り
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
奨
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
増

額
貸
与
す
る
こ
と
に
し
、
必
要
な
経
費

を
計
上
し
ま
し
た
。

魚
津
駅
西
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業

140，736千円

39，436千円

84，033千円

89，959千円

91，598千円

174，190千円

17，195千円

33，766千円

83，241千円

117，768千円

97，018千円

64，177千円

122，774千円

21，030千円

6，400千円

543，702千円

197，730千円

125，042千円

50，589千円

181，784千円

30，860千円

33，900千円

明主な事業

(3) 



(4) 

ラ
シ
が
愛
き
ょ
う
で

皆
さ
ま
を
お
迎
え
し

ま
す
。

ま
た
、
八
ム
圏
内
の

施
設
と
し
て
、
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
に
は
、
特

産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
、

食
堂
が
あ
り
、
休
憩

所
、
便
所
及
び
子
供

の
遊
び
場
、
噴
水
等

々
の
公
園
施
設
も
完

成
し
て
い
ま
す
。
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全
市
民
の
多
年
の
願
い
で
あ
っ
た
新

水
族
館
は
、
魚
津
総
合
公
園

(三
ケ
地

内
)
に
、
日
本
海
側
随
一
の
設
備
を
誇

り
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
新
し

く
生
ま
れ
変
わ
り
、

9
日
落
成
式
典
、

叩
日
オ
ー
プ
ン
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

館
内
は
、
大
小
河
の
水
槽
に
約
五

O

O
種
、
九
、
五

O
O点
の
魚
類
を
展
示

し
、
滝
の
水
槽
、
ジ
ャ

ン
グ
ル
水
槽
、

波
の
水
槽
、
大
海
洋
水
槽
、
発
光
動
物

コ
ー
ナ
ー
、
生
態
水
槽
及
び
海
獣
プ
ー

ル
等
々
の
各
コ
ー
ナ
ー
に
別
れ

H

魚
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
H

と
し
て
皆
さ
ん
を

歓
迎
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
特
に
、

大
海
洋
水
槽
で
は
、
女
性
ダ
イ
パ

l
に

え

よ
る
餌
づ
け
シ
ョ
ー
や
海
中
ト
ン
ネ
ル

で
の
観
覧
は
、
皆
さ
ま
を
青
い
メ
ル
ヘ

ン
に
誘
い
込
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た

海
獣
プ

l
ル
で
は
、
ペ
ン
ギ
ン
と
ア
ザ

‘F

海
中
ト
ン
ネ
ル

広報うおづ

二
、
シ
ー
サ
イ
ド
・
カ
ー
ニ
バ
ル

「
イ
ル
カ
シ
ョ

l
」

と
き

4
月
刊
日

i
5月
白
日

と
こ
ろ
水
族
館
海
側
隣
接
地

入

場

料

大

人

七

O
O円

小

人

五

O
O円

幼

児

三

O
O円

親
子
券
九
六

O
円

内
容
メ
イ
ン
テ
ン
ト
シ
ョ
ー

イ
ル
カ
シ
ョ
l

S
L
列
車

ぬ
い
ぐ
る
み
等
々

三
、
魚
津
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
記

念
交
信

と
き

市
内
全
世
帯
に

特
別
招
待
券
を
配
布

あなたと市政をむすぷ

市
で
は
、
新
水
族
館
の
開
館
を
記
念

し
て
、
各
区
長
を
通
じ
て
、
一
世
帯
当

た
り

一
枚
の
特
別
招
待
券
を
配
布
し
ま

す
。
券
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
4
月
刊

か
ら
ロ
月
幻
日
ま
で
の
年
内
の
有
効

期
間
で
す
が
、
開
館
当
時
及
び
休
日
、

祝
祭
日
に
は
、
特
に
困
雑
が
予
想
た
れ

ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
平
日
に
ご
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。開

館記
念
行
事

4
月
刊
日

1
倒
4
月
ロ

日
制
(
三
日
間
)

と
こ
ろ
水
族
館
屋
上
、
特
設

無
線
局し

ん
き
ろ
う

回
、
第
一
回
健
康
魚
津
悪
気
楼
ロ
!
ド

レ
ー
ス
大
会

と
き

4
月
初
日
間

と
こ
ろ
水
族
館
前
出
発

印
刷

-mMレ
ー
ス

一
、
落
成
式
典

と
き

4
月

9
日
同

午
前
日

時
、
打

上
げ
花

火
合
図

祝
賀
式

ぇ

V餌づけをするマリンガール
-.雪字句古;:~・「 ・u

内
勾そ・

合
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春
の
全
国
安
通
安
全
運
動
実
施

E豆歪 亙歪

ー

ー

ー

4
月

6
日
何

1
4月
刊
日
制
|
|
|

-
運
動
の
目
的

こ
の
運
動
は
、
広
く
県
民
に
交
通
安

全
思
想
を
普
及
徹
底
し
、
正
し
い
交
通

ル
l
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け

る
こ
と
に
よ
り
、・
交
通
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

。
ス
ロ
ー
ガ
ン

V
み
ん
な
で
守
ろ
う
、
子
供
と
老
人

V
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
そ
う

。
運
動
の
重
点

一
歩
行
者
、
特
に
子
供
と
老
人
の
交

通
事
故
防
止

二
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

三
無
謀
運
転
の
追
放

四
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

・
運
動
期
間
中
の
行
事

・4
月
5
日
伺

魚
津
市
交
通
安
全
運
動
推
進
市
民

大
会
市
民
会
館
で
午
前
十
時
か

ら
開
催
。

-
4
月

6
日
明

交
通
安
全
呼
び
か
け
の
日
(
市
民

総
監
視
の
日
)

電
鉄
魚
津
駅
前
と
国
鉄
魚
津
駅
前

で
通
勤
者
、
通
学
者
に
対
し
黄
色

い
羽
根
の
配
布
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
り
、
交
通
安
全
の
協
力
を
呼

び
か
け
ま
す
。

午
前
7
時
日
分
か
ら

0

.
4
月

9
日
制

自
転
車
の
安
全
点
検
調
査
と
指
導

(
自
転
車
安
全
の
日
)

。置冨掴冨2・
ことしの一般会計予算……2-3
新水族館開館・....................・・・4

春の全国:Q通安全運動…………5
春の農作業安全運動....・ H ・-……6
みんなのねんきん…....・ H ・-……ア

国保だより………...・ H ・………..8
あなだと図書館.....................9

みんなのだいいく・...........引)-竹

みんなの保健・.................12-13
あしらせ・....................・・・14-15
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表紙・手作り人形

市民研修センタ一手作り人形教室

代表 西嶋 宗

神
明
交
差
点
付
近
と
並
木
町
高
架

線
下
付
近
に
て
行
い
ま
す
。

午
後
6
時
ぬ
分
か
ら
実
施
。

.
4
月
日
日

ω

1
原
動
機
付
自
転
車
の
正
し
い
乗
り

方
教
室

原
付
免
許
所
有
者
を
対
象
(
バ
イ

ク
利
用
者
)
に
正
し
い
乗
り
方
の

指
導
を
実
施

午
後
1
時
初
分
の
予
定
。

2
一
日
交
通
課
長
の
日

市
内
高
校
生
(
男
女
)
約
加
名
の

参
加
を
得
て
開
く
。

午
後
1
時
初
分
か
ら

0

.
4
月
ロ
日
間

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
の
日

市
役
所
前
通
り
で
実
施
し
ま
す
。

午
後
l
時
か
ら
。

-
4
月
日
日
側

交
通
安
全
県
民
の
日

魚
津
市
と
交
通
関
係
者
等
が
総
力

を
あ
げ
て
日
日
間
の
運
動
を
反
復

す
る
上
で
、
交
通
事
故
の
防
止
を

さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
交

通
監
視
や
広
報
活
動
を
実
施
し
ま

す。
市
民
交
通
傷
害
保
険
の
加
入
を
受
付

中
で
す
。

V
申
込
み
H
3
月
2
日
か
ら
生
活
環
境

課
公
害
交
通
係
で
受
付
け
て
い
ま
す
o

v掛
金
は
H

一
人
一
口
年
額
四
八

O
円

で、

ニ
ロ
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
金
の
支
払
額
は
、

墨
田
同
一
口
で

八
O
万
円
(
ニ
ロ
の
場
合
は
倍
額
の

百
六

O
万
円
)
で
す
。

こ
の
保
険
は
わ
ず
か
な
掛
金
で
、
思

わ
ぬ
時
の
救
い
に
な
り
ま
す
。

万一

の
事
故
に
そ
な
え
家
族
ぐ
る
み
の
加

入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
各
ご
家

庭
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
今

一
度
目
を
通
し
て
く
だ
さ

い
。
も
し
、
さ
ら
に
聞
き
た
い
こ
と

が
あ
れ
ば
生
活
環
境
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

昨年6月から始まつだ中央公民

館開設の生涯教育学習の手作り人

形教室です。

子育ての忙しい時期も終え、ホ

ッとしていらっしゃるお巴様方と

かわいい人形作りに手を動力しな

ガら、あの夢、この夢、コミュ二

ケーションの場もまだ楽しからず

や-…・・と、この教室をもだせてい

疋だきましだ。

家の中にしまいこんでい芝、な

つかしい布切れや、古くなつだ戸

フセサリーを利用して生まれてく

る人形を、眺めていると、うれし

さとともに、何かしら山の安らぎ

を覚えます。

会員の中でユニークな発想を出

されだ万ガあれば、助言者に、和

気あいあいの中に、あっと2時間

ガ過ぎ去り、次回をこころ待ちに

しています。

(5) 
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マ
不
注
意
は
事
故
を
招
く

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、
ち
ょ
っ

と
の
不
注
意
か
ら
起
っ
て
い
ま
す
。

農
業
機
械
は
年
々
高
性
能
、
大
型
化

し
て
お
り
、
事
故
を
起
さ
な
い
た
め
に

次
の
こ
と
を
守
り
、
農
年
末
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

マ
ト
ラ
ク
タ
ー
耕
都
機
の
作
業

一
、
整
備
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て

か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

二
、
圃
場
へ
の
出
入
り
、
あ
ぜ
越
し
は

械
作
業
は
慎
重
に

必
ず
ロ

l
タ
リ
を
止
め
、
ア
ユ
ミ
板
を

使
っ
て
ゆ
っ
く
り
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
農
道
の
走
行
は
、
路
肩
の
く
ず
れ

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

四
、
耕
転
機
の
パ
ッ
ク
は
ハ
ン
ド
ル
が

浮
き
上
り
大
変
危
険
で
す
か
ら
必
ず
低

速
で
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
運
転

一
、
交
通
規
則
を
守
り
、
つ
ね
に
安
全

運
転
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

二
、
荷
台
に
は
絶
対
人
を
乗
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

三
、
左
右
折
の
と
き
は
後
方
の
安
全
を

確
認
し
、
ゆ
っ
く
り
と
曲
り
ま
し
ょ
う
。

マ
育
苗
器
の
使
用

一
、
育
苗
器
を
使
、っ
と
き
は
必
ず
ア
ー

ス
を
付
け
、
漏
電
し
ゃ
断
器
を
取
付
け

ま
し
ょ
う
。

二
、
電
気
を
入
れ
て
い
る
と
き
は
素
足

で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

標
準
小
作
料
及
び
農
作
業
標
準
料
金

標
準
小
作
料
は
、
一二
年
ご
と
に
改
定

さ
れ
ま
す
が
本
年
は
そ
の
改
定
の
年
に

あ
た
り
、
去
る
3
月
の
農
業
委
員
会
総

で
料
品

h
t
e
pD 

U
HI
S
水

相

川
淵

標
郡一制

• 
区分 収量 標準ilH開〈回)

1 520 kg 31，700問

2 500 27，800 

3 480 23，800 

4 460 19，900 

5 440 14，700 

6 420 9，600 

会
で
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
の
農
作
業
標
準
料
金

も
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

で念
品
'

金
叩

料
ド

準
A

標
ア

業
1
一
団

信
十
附
「

LVZ
周
ア

自国郎

通

川

• 
区 分

標準料金

56年(市)

ト 荒 起 5，500 Pl 

フ 荒 Hi 2，700 
ク
タ 代 f蓋 2，700 

10，900 

図 植 機 5，600 

コ ン/'Iイン 16，600 

人夫時~ 6，100 

5，500 

農
業
用
水
路
の
清
掃
を

い
よ
い
よ
、
春
の
農
耕
期
と
な
り
各

農
業
用
水
路
を
使
用
す
る
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
使
用
前
に
は
、
充

分
な
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

用
水
路
は
、
生
活
用
水
や
、
海
の
漁

場
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
わ
ず

か
な
ゴ
ミ
や
草
と
思
っ
て
も
、
下
流
に

な
る
に
つ
れ
大
変
な
量
と
な
り
、
進
恐

に
な
り
ま
す
。
用
水
路
の
管
理
清
掃
は

念
入
り
に
行
い
、
ゴ
ミ
や
刈
り
草
を
流

さ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

近
年
大
量
の
刈
り
草
が
、
漁
網
に
か

か
り
被
害
を
出
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

ご
協
力
を
、
お
願
い
し
ま
す
。

日
年
度
の
「
緑
化
週
間
」

緑
の
重
要
性
を
認
識
し
、
積
極
的
に

緑
化
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、
緑
化
週

間
が
次
の
と
お
り
繰
り
広
ろ
げ
ら
れ
ま

す
。
一
人
一
本
植
樹
運
動
を
こ
の
機
会

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

ー

緑

化
週
間

l

第
一
日

4
月

n日
制

第

二

日

お

日

肘

第
三
日

M
日
幽

第

四

日

お

日

ω

第

五

日

お

日

制

第

六

日

幻

日

開

{
丞
挺
緑
の
日

山
の
緑
の
日

職
場
緑
の
日

街
の
緑
の
日

緑
愛
育
の
日

学
校
緑
の
日

山
火
事
を
毎
〈
号
ラ
，
・

〆〉・、
入
寸

・J
バ斗

注
品
忌

・4
4た
λ

変

色
、涯
を

，
法
急
逮

仏
会
む
坤
4
畠
た
叶

』
ぺ
法
定
法
定
寸
'

池
宮
支
意
J
1
-t

急
速
走
法
定
、

必
索
差
急
送
4w

念
注
意
途
色
法
K
F

弦
念
走
急
落
合

ι注
意
迭
を
汁

A
患
、
活
魚
、
守

2

・d

d
S島
寸
法
島
R

会
支
4
忌

S

A
念
特
川

点
江
脅
也
、

d-b1
 

日
ご
と
に
暖
か
さ
を
ま
し
、
野
も
山

も
す
っ
か
り
春
に
な
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
行
楽
シ
ー
ズ
ン
、
野
山
に

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
に
出
か
け
る
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
時
期
は

概
し
て
降
雨
量
が
少
な
く
、
空
気
が
乾

燥
し
、
強
い
風
が
吹
く
な
ど
林
野
火
災

い
わ
ゆ
る
「
山
火
事
」
の
多
い
時
期
で

も
あ
る
の
で
す
。

大
切
な
自
然
を
守
る
た
め
次
の
マ
ナ

ー
を
厳
守
し
ま
し
ょ
う
。

合
た
き
火
を
し
た
時
は
後
始
末
を
完
全

に
し
ま
し
ょ
う
。

合
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
確
実
に
消
そ

、っ。
会
火
遊
び
を
見
つ
け
た
ら
知
ら
な
い
子

供
で
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

第
七
日

お
日

ω
記
念
植
樹
の

日同

(6) 

春
の
苗
木
即
売
会
と

緑
化
木
街
頭
無
償
配
布

市
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
国
土
緑

化
運
動
に
併
せ
て
次
に
よ
り
苗
木
即
売

会
、
緑
化
木
街
頭
無
償
配
布
を
行
い
ま

す。O
春
の
苗
木
即
売
会

4
月
刊
日
幽
i
U
日
制
(
3
日
間
)

魚
津
市
農
協
会
館
前

O
緑
化
木
街
頭
無
償
配
布

4
月
幻
日
附
午
後
l
時
初
分
か
ら

中
央
通
り

会
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
必
ず
消
防
署

に
届
出
る
こ
と
。

緑
の
野
山
を
愛
し
ま
し
ょ
う
。

消
化
器
の
悪
質
な

訪
問
販
売
に
ご
注
意
/

そ
の
手
口
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な

言
葉
巧
み
な
口
実
を
使
っ
て
い
ま
す
。

O

「消
防
署
か
ら
来
た
」
と
か
、
「

防
災
担
当
者
」
と
う
そ
を
つ
く
。

O

「法
律
が
か
わ
り
、
家
庭
に
も
消

火
器
を
置
か
な
い
と
罰
せ
ら
れ
る
」

と
う
そ
を
つ
く
。

O

「町
内
会
で
買
う
こ
と
を
決
め
た
」

と
う
そ
を
つ
く
。

販
売
員
が
う
そ
を
つ
い
た
り
、
不
審

に
思
え
る
場
合
は
、
た
め
ら
わ
ず
消
防

署
か
警
察
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
消
火
器
は
信
頼
で
き
る
販
売
庖
で

お
求
め
く
だ
さ
い
。
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国
民
年
金
保
険
料
は

4
月
か
ら

均
四
月
額
四
、
五

O
O円
に

国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
は
、

4
月

か
ら
1
か
月
に
つ
き
、
四
、
五

O
O円
に

か
わ
り
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
は
、
老
齢
に
な
っ
た

り
、
不
慮
の
事
故
に
あ
い
障
害
者
に
な

っ
た
り
、
夫
を
亡
く
し
母
子
世
帯
に
な

っ
た
り
し
た
ば
あ
い
に
、
年
金
を
支
給

し
て
、
生
活
の
安
定
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

年
金
額
は
、
消
費
者
物
価
指
数
が
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
変
動
し
た
と
き

は
、
そ
れ
を
基
準
に
し
て
改
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
年
金
の

ね
う
ち
が
下
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
年
度
に
お
い
て
は
、
物
価
ス
ラ
イ

ド
を
超
え
る
年
金
額
の
改
定
が
、

7
月

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
3
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
向

日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
民
年
会
品
の
給
付
費
は
、
被
保
険
者

が
納
付
す
る
保
険
料
の
積
立
金
と
国
庫

金
に
よ
っ
て
、
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、

国
民
年
ふ
品
の
健
全
な
財
政
を
保
つ
た
め
、

年
金
額
の
引
上
げ
に
伴
な
い
、
保
険
料

の
額
も
引
上
げ
る
必
要
が
あ
り
、
本
年

4
月
か
ら
月
額
三
、
七
七

O
円
か
ら
、

四
、
五

O
O円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
お
さ
め
忘
れ
た
り
し
て
い

ま
す
と
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金
が
、

ま
た
将
来
老
齢
年
金
が
う
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

必
ず
保
険
料
は
、
期
限
ま
で
に
お
さ
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
生
活
が
苦
し
く
て
保
険
料
を

お
さ
め
ら
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度
も
あ
り

ま
す
。

今日の掛金、豊かな老後

56年4月分からの

保険料の額

。定額保険料の方は、月額4，500円

(納期ごとの納付額は13，500円)

。付加保険料の方は、月額4，900円

(納期ごとの納付額は14，700円)

な
お
、
付
加
保
険
料
は
従
来
ど
お
り

四
O
O円
に
す
え
置
か
れ
ま
す
の
で
、

付
加
保
険
料
も
納
め
ら
れ
る
方
は
、

1

か
月
四
、
九

O
O円
と
な
り
ま
す
。

勤
め
を
や
め
た
ら

国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
に
従
事
す

る
方
、
自
営
業
、
自
由
業
な
ど
、
お
よ

び
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
年
金
制
度

で
す
。ω歳

前
に
会
社
や
役
所
を
や
め
た
方

は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
手
続
き
は
、
印
か
ん
と
赤
い

年
金
手
帳
を
持
っ
て
、
市
役
所
の
国
民

年
金
係
へ
お
出
向
き
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
続
き
が
す
み
ま
す
と
、
今
ま

で
加
入
し
て
い
た
年
金
と
、
国
民
年
金

の
加
入
期
間
と
が
自
動
的
に
つ
な
が
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
か
ら
年
金
が
う
け
ら

れ
る
し
く
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
こ
の
手
続
き
を
忘
れ
ま
す
と
、

歳
を
と
っ
た
り
、
障
害
者
や
母
子
{
丞
胞

に
な
っ
た
と
き
な
ど
に
、
大
切
な
年
金

が
う
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。「

現
況
届
」
は
、

忘
れ
ず
に
出
し
ま
し
ょ
う

|

|
出
さ
な
い
と
年
金
の
支
払
い
が

ス
ト
ッ
プ
し
ま
す
|

|

誕
生
月
の
末
日
が
提
出
期
限

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
(
ま
た
は
通

算
老
齢
年
金
)
の
支
払
い
を
続
け
て
、
つ

け
る
た
め
に
は
、
年
に
一
度
「
現
況
届
」

を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
を
忘
れ
ま
す
と
、
年
金
が
支

払
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
現
況
届
」
の
用
紙
は
、
社
会
保
険
庁

か
ら
直
接
あ
な
た
の
と
こ
ろ
へ
郵
送
さ

れ
て
き
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
な
ど

を
記
入
し
、
市
役
所
で
証
明
を
う
け
て

く
だ
さ
い
。

誕
生
月
の
末
日
が
提
出
期

限
で
す
か
ら
、
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

l
u

よ、っ。
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
料
の
納
入
が
毎
月
や
3
か
月
ご

と
で
は
不
便
だ
と
い
う
方
や
、
忙
し
く

て
暇
が
な
い
な
ど
の
方
の
た
め
に
前
納

(
前
払
い
)
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
前
納
は
「
年
」
を
単
位
に
1
年

以
上
の
期
間
に
つ
い
て
で
き
る
建
て
前

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
計
年
4
月
以
降

の
保
険
料
額
が
確
定
し
て
い
な
い
こ
と

も
あ
っ
て
、
現
在
は
、
幻
年
3
月
ま
で

の
保
険
料
に
つ
い
て
だ
け
前
納
で
さ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

前
納
さ
れ
る
と
前
納
割
引
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。

せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

前
納
の
場
合
の
保
険
料

0
定
額
保
険
料
の
場
合

1
年
分
の
納
付
額五

万
二
千
七
百
円

(
割
引
額
l
千
三
百
円
)

O
定
額
プ
ラ
ス
付
加
保
険
料
の
場
合

1
年
分
の
納
付
額

五
万
七
千
三
百
八
十
円

(
割
引
額

l
千
四
百
二
十
円
)

…

ね

ん

き

ん

標

語

…

…
国
民
年
金
か
け
て
…

守

ろ

う

…

我
が
家
の
福
祉
…

一
選
黙

ι闘
dι
財
閥
問
.

嘉
三
平
ν

場

…

一
P

、K

G

M
陣

パ
イ
」
列
強

-

r
・・1
・・‘・・
1

・‘・1
・・・1
・・
‘‘・・・1
‘1
・1
・・-l
，.・1
・1
・、'』

。在。円中 。。白音

専

の落物月中2 し

(7) 
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国
保
だ
よ
り
j
医
療
費
の
節
約
を
考
え
ま
し
よ
う

H
毎
年
増
え
る
医
療
費
H

国
民
健
康
保
険
は
、
地
域
に
住
む

人
々
が
所
得
に
応
じ
て
資
金
を
出
し

合
い
、
こ
れ
に
国
も
出
資
し
て
、病
気

に
な
っ
た
時
、
一
人
ひ
と
り
の
負
担

を
減
ら
そ
う
と
い
う
趣
旨
で
生
ま
れ

今
で
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
増
え
続
け
る
医
療
費
の

た
め
国
保
財
政
は
非
常
に
苦
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
前
年
に

比
べ
て
初
%
近
い
医
療
費
の
増
え
方

で
す
。
特
に
老
人
医
療
費
の
無
料
化

が
実
現
し
て
か
ら
は
、
国
保
全
体
の

医
療
費
の
増
大
の
初
%
を
老
人
が
占

め
て
い
ま
す
。

H
医
療
費
の
負
担
と
保
険
税

H

で
は
増
大
を
続
け
る
医
療
費
の
負

担
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

・
医
療
費
の
初
%
患
者
が
負
担

・
医
療
費
の
伍
%
国
が
負
担

・
医
療
費
の
お
%
国
保
税
で
負
担

つ
ま
り
保
険
税
で
、
医
療
費
の
お

%
を
負
担
し
て
い
ま
す
か
ら
、
医
療

費
が
全
体
と
し
て
初
%
増
加
す
れ
ば
、

保
険
税
も
当
然
比
例
し
て
初
%
増
え

る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
こ
か

ら
、
医
療
費
が
毎
年
増
え
れ
ば
、
保

険
税
も
毎
年
値
上
げ
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
い
っ
た
悪
循
環
が
出
て
く
る
の
で

す。H
医
療
費
を
節
約
す
る
に
は

リ

こ
の
悪
循
環
を
絶
ち
切
る
に

は
、
そ
の
も
と
に
な
る
医
療
費

回
}

を
軽
減
す
る
よ
り
ほ
か
に
方
法

河

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
医
療
費

-a

を
節
約
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

り

良
い
の
で
し
ょ
う
。

園4

・
•••• 

の亀ん
・

』

「
ハ
シ
ゴ
受
診
を

や
め
よ
う
」

ち
ょ
っ
と
病
状
の
回
復
が
は

か
ば
か
し
く
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ

他
の
お
医
者
さ
ん
に
移
る
方
が
い
ま
す
。

ま
た
同
じ
病
気
で
も
二
人
も
三
人
も
の

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
方
が
い
ま
す
。

こ
ん
な
場
合
、
た
と
え
ば
高
血
圧
症

で
三
日
間
通
院
す
る
と
、
約
六
、
五

0
0

円
の
医
療
費
が
か
か
り
ま
す
が
、
お
医

者
さ
ん
を
か
え
る
と
、
同
じ
よ
う
な
診

療

・
検
査

・
処
置

・
投
薬
を
受
け
る
わ

け
で
、
そ
の
た
び
に
医
療
費
は
二
倍
、

三
倍
に
は
ね
上
り
ま
す
。

買
物
で
も
す
る
よ
う
に
、
気
分
の
ま

ま
お
医
者
さ
ん
を
物
色
し
て
歩
く
よ
う

な
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
お
医
者
さ

ん
を
信
頼
し
て
よ
く
注
意
を
守
る
の
が

病
気
を
早
く
治
す
コ
ツ
で
す
。

で
す
。「

深
夜
・
休
日
・

時
間
外
は
さ
け
る
」

れ の る
まよと j来
すう、夜
。な本
大。来休
l幅。の日
な。医 ・
害IJ。療 時
増。費問
料。の外
金。ほに
をか受
と 、診

ら次す

こ
う
い
っ
た
時
間
の
診
療
は
医
療

費
の
増
大
に
つ
な
が
る
ば
か
り
か
、

お
医
者
さ
ん
の
休
養

・
学
習
の
時
間

に
も
影
響
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
慎
み
ま

し
ょ
う
。

「
夕
、
ダ
で
は
な
い

老
人
医
療
費
」

老
人
が
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
場

合
、
お
金
の
負
担
を
か
け
ず
、
必
要

で
十
分
な
医
療
を
受
け
て
も
ら
う
た

め
に
で
き
た
の
が
老
人
医
療
制
度
で

す
。
す
な
わ
ち
医
療
費
の
由
霊
告
負
担

三
割
分
を
税
金
で
、
七
割
分
を
国
保

が
負
担
し
て
い
る
の
で
す
。

お
医
者
さ
ん
を
社
交
場
が
わ
り
に

し
た
り
、
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
を
怠
っ

て
や
た
ら
お
医
者
さ
ん
に
頼
む
の
は

税
金
の
ム
ダ
使
い
に
つ
な
が
り
ま
す
。

(8) 

児
童
手
当
は
、
市
内
に
住
所
が
あ
る

方
が
、
次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
っ
て
い

る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

ω
日
歳
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養

育
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
以

上
が
義
務
教
育
終
了
前
の
児
重
で
あ

る
こ
と
。

ω
収
入
が
、

守」シ」。

一
定
の
額
に
満
た
な
い

V
児
童
手
当
の
額

児
童
手
当
の
額
は
、
三
人
目
以
降
の

児
童
一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円
で
す
。

た
だ
し
、
市
民
税
所
得
割
の
額
が
な

い
受
給
者
に
は
、
月
額
六
千
五
百
円
支

給
さ
れ
ま
す
。

V
児
童
手
当
の
支
払
い

児
童
手
当
は
、
認
定
請
求
を
行
っ
た

翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
、
毎
年
2
月、

6
月
及
び
日
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
月
の

前
月
ま
で
の
分
を
ま
と
め
て
受
給
者
の

預
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

な
お
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た

方
は
、
改
め
て
認
定
請
求
し
て
く
だ
さ

V
手
続
き
に
必
要
な
も
の

ω
印

鑑

ω
請
求
者
の
加
入
し
て
い
る
年
金
の

記
号
番
号

ω
請
求
者
名
義
の
預
金
口
座
番
号
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も
め
た
高
た

ι
qリ

恒

国
喜
一
配

素
晴
ら
し
き
人
生
本
と
の
出
合
い
・
・
・
①

子
供
を
知
る

子
供
を
知
る
こ
と
は
、
そ
の
成
長
に

と
も
な
い
、
だ
ん
だ
ん
む
ず
か
し
く
な

っ
て
き
ま
す
。

も
っ
て
い
る
可
能
性
を
ひ
き
出
し
小

さ
な
夢
を
大
き
く
は
ぐ
く
む
こ
と
は
親

と
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
母
親
よ
子
供
の
芽
を
摘
む
な
」
「
す
ば

ら
し
き
子
ど
も
た
ち
」
「
子
ど
も
ら
し
さ

を
育
て
る
教
育
」

を
参
考
に
ご
覧
く
だ

さ
い
。社

会
が
複
雑
化
し
、
子
供
を
と
り
ま

く
問
題
も
日
ご
と
に
多
く
な
っ
て
く
る

よ
う
で
す
。

「
ど
う
教
え
ど
う
育
て
る
か
」
「
い
ま
若

い
お
母
さ
ん
た
ち
に
い
い
た
い
こ
と
」

「
思
春
期
の
性
教
育
」
「
お
母
さ
ん
逃
げ

+敏しような子にする

お父さんとの遊び

な
い
で
」
「
子
ど
も
か
ら
み
た
親
の
条
件
」

「
や
る
気
の
な
い
子
に
親
が
す
る
」

は

子
育
て
に
迷
い
や
不
安
を
感
じ
た
と
き

に
、
お
す
す
め
し
た
い
本
で
す
。

現
代
っ
子
は
体
力
が
な
い
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
そ
の
基
礎
は
、
幼
児
期
に
ど

ん
な
遊
び
を
す
る
か
で
決
ま
る
よ
う
で

す。「
子
ど
も
に
体
力
を
つ
け
る
本
」

は
母

子
で
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
情
報
や
、
家
事

の
合
い
間
の
ラ
ク
ラ
ク
体
操
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
集
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
の
た
め
の
本
を
、
た
く
さ
ん
備
え
て

い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
手
に
と
っ
て
、
ご
覧
く

A肩や背中にうまく乗れるかな。上手に

バランスをとらないと落っこちます。

だ
さ
い
。

借
り
出
し
は
ひ
と
り

3
冊
2
週
間
で

す
。

〈
今
月
の
新
し
い
本
v

.
の
ら
犬
ボ
ケ
・
シ
ッ
ポ
の
は
え
た
天

使
た
ち

鴨

居

羊

子

・
聡
明
な
女
の
話
し
方

外
山
滋
比
古

.
働
き
ざ
か
り
の
心
臓
学

横

山

正

義

・
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
l
ル

ウ
ィ
リ
ア
ム

.
気
が
つ
か
な
か
っ
た
住
み
方

藤
井

和
子

・
デ
ブ
と
ヤ
セ
ど
ち
ら
が
損
か
得
か

タ
ナ
カ
一
郎

・
幻
の
イ
ン
カ

関

野

吉

晴

.
健
康
な
子
ほ
ど
優
秀
に
な
る

村

上

巌

・
テ
レ
ビ
っ
子
・
マ
ス
コ
ミ
時
代
の
子

育
て

坂

元

昂

・
早
作
り
弁
当

志
の
島
小
美

.
日
常
の
食
器
・
焼
き
も
の

・
頑
張
れ
/
会
社
人
間

渡
辺

一
雄

・
霧
の
旅

大
庭
み
な
子

・
唾
詰
の
恋

阿

刀

田

高

A子どもは、お父さんの体を伝わりなが

ら逆さになって一回転。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

砂
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
グ
。

4
月
の
お
し
ら
せ

4
月
日
日
附

6
日
伺
え
い
が
・
花
と
も
ぐ
ら

午
後
1
時

加

分

か

ら

も

ぐ

ら

の

絵

が

秘

密

の

研

午
後
4
時

ま

で

究

所

に

と

び

こ

ん

だ

。

そ

こ

「

入

学

」

「

雑

詠

」

で

研

究

所

で

は

・

二
句
。
つ
つ

初
日
何
お
は
な
し

女
と
こ
ろ
市
立
図
書
館

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
、
と
し

女
講

師

木

村

喜
見

城

先

生

よ

か

ん

で

ひ

ら

き

ま

す

。

頭
の
体
操
に
な
り
ま
す
。
い
つ
で
も

〉
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1》

守

S，t
g
h
z
t
f
t
s
e
t
t
t
t
t
t
t
f
e
t
e
s
t
s
t
t
t
f
d

向

。

一
般
部
門

円

)

ゆ

嘆

マ
訪
問
国
西
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
。
農
業
部
門

ω

顛

マ
派
遣
期
間
切
年
9
月
下
旬

1

5自
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
(
カ
…

閉
凶

叩
月
上
旬
(
約
二
週
間
)
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
)
・
カ
ナ
ダ
ゆ

劃

マ
応
募
人
員

男

子

2

名

マ

派

遣

期

間

登
山
月
中
旬
1
尚

の

女
子
1
名

日

月

上

旬

(

約

三

週

間

)

時

弘

マ
応
募
資
格
日
本
の
国
籍
を
有
マ
応
募
人

員

男

子
1
名

…

せ
ペ

し
、
富
山
県
に
引
続
き
一
年
以
マ
応
募
資
格
満
初
歳
か
ら
M
歳

相

拓

上
居
住
す
る
満
初
歳
以
上
初
歳
ま
で
の
男
子
で
農
業
に
従
事
す
料

+
住

ま
で
の
男
女
(
昭
和
初
年
4
月
る
方
、
ま
た
は
農
業
に
従
事
し
恥

旧

2
日
か
ら
昭
和
初
年
4
月
1
日
な
が
ら
農
業
団
体
に
勤
務
し
て
ゆ

mw

ま
で
に
生
ま
れ
た
方
)
で
身
体
い
る
方
。
(
そ
の
他
、
一
般
部
円
相

虫
昌

一
臥

強
健
で
協
調
性
に
富
み
、
帰

国

と

同

じ

)

w

m
後
も
職
場
、
地
域
、
青
少
年
団
マ
経
費
の
本
人
負
担
(
約
凶
万
1

ゆ

精

m

体
等
で
中
堅
青
年

と

し

て

活

動

千

円

)

問

海

が
で
き
る
方
。

マ
募
集
期
間
一
般
部
門
、
農
業
的

障
問

欠
格
者
は
、
固
ま
た
は
地
方
部
門
い
ず
れ
も
日
年
4
月
1
日

…

山
出

公
共
団
体
で
行
っ
た
事
業
に
参

i
4
月
初
日
ま
で
。

ゆ

富

加
し
て
海
外
渡
航
し
た
方
、
大
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
育
委
均

恒

学
生
、
高
等
専
門
学
校
に
在
学
員
会
社
会
委
同
課
に
お
た
ず
ね
く

的

知

中
の
方
。

だ

さ

い

。

(

内

線

3

0

8

4

相

マ
経
費
本
人
負
担
(
約
日
万
5
千

相

p
t
f
b
Z
2
2
3
g
g
g
S
2
2
2
2
3
3
g
e
g
g
t
t
t
t
t
t
g品
川
町

-
魚
津
子
ど
も
の
歳
時
記

大
谷

清
E市

川
柳
教
室
を
聞
い
て
い
ま
す

女
と

き
-R課

題
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…健康魚津蛋気緩ロ-
V第 1回健康畳気楼ロードレース大会コース

話玖鮮議へ
夜§会・〉は山、か

ん

wnw
蟻
師
臨
勘
助
之

新
水
族
館
の
開
館

を
記
念
し
て
、
市
体

育
協
会
を
は
じ
め
関

係
機
関
、
関
係
者
な

ど
の
絶
大
な
る
ご
協

力
を
得
て
本
大
会
が

聞
か
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
が
県
内

最
初
の
「
健
康
ロ
ー

ド
レ
l
ス
で
会
国
的

規
模
と
し
て
盛
大
に
行
わ
れ

ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
発
展

す
る
よ
う
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

マ
交
通
規
制
に
つ
い
て

魚
津
警
察
署
等
の
ご
尽
力

に
よ
り
、
大
会
の
全
コ
ー
ス

が
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
の
で
、

沿
線
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め

市
民
総
ぐ
る
み
の
行
事
と
し

て
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
選
手
に

対
す
る
暖
か
い
声
援
と
ご
配

慮
を
い
た
だ
け
れ
ば
成
功
裏

に
大
会
運
営
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
コ
ー
ス
、
種
目
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

V
と
き

4
月
初
日
同
雨
天
決
行

(
交
通
規
制
)
午
前
日
時

j
午
後
1
時
ま
で

V
コ
ー
ス

①
m
M
の
部

魚
津
水
族
館
前
l
Y
K
K
黒
部
工

場
折
り
返
し

②

ω同
の
部

魚
津
水
族
館
前
i
魚
津
市
役
所

折
り
返
し

V
種
目

・
一
般
m
M
の
部

(
年
齢
制
限
な
し
、
た
だ
し
1
時

間
切
分
以
内
で
走
れ
る
方
)

・
壮
年
印
刷
の
部

初
歳
以
上
の
部

ω歳
以
上
の
部

日
歳
以
上
の
部

ω歳
以
上
の
部

・
高
校
印
刷
の
部
(
高
校
生
に
限
る
)

.
女
子
m
l
m
の
部

(
高
校
生
以
上
の
女
子
)

学
校
体
育
施
設
の

開
放
始
ま
る
/

今
年
度
も
学
校
体
育
施
設
を
次
の
と

お
り
開
放
し
ま
す
。

-
4月
山
田
か
ら
各
学
校
体
育
施
設

-
4月
同
日
か
ら
東
中
、
西
中
グ
ラ
ウ

ン
ド市

民
の
み
な
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

体
力
づ
く
り
に
積
極
的
に
利
用
さ
れ
、

健
康
増
進
と
相
互
の
友
和
を
深
め
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

利
用
申
込
み
方
法
・
・・.•• 

東
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

西
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

教
育
委
員
会
体
育
課
へ

そ
の
他
の
体
育
館
は
、
当
該
体
育
館

の
管
理
指
導
員
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ

市
民
テ
ニ
ス
・

ス
ク
ー
ル
開
催

市
民
の
体
力
増
強
と
テ
ニ
ス
の
基
礎

技
術
の
修
得
を
目
指
し
、
市
民
テ
ニ
ス

・
ス
ク
ー
ル
を
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
と
あ
わ

せ
て
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

4
月
ね
日
か
ら
6
月
同
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
7

時
か
ら
8
時
初
分
ま
で
。

計
8
回
開
催

(
5
月
7
日
は

休
館
)

マ
と
こ
ろ
市
総
合
体
育
館

マ
対
象
一
般
男
女

ジ
ュ
ニ
ア

・
小
学
校
3
年
生

以
上
中
学
生
ま
で

マ
受
講
料
一
般
五
、

0
0
0円

。。

ジ
ュ
ニ
ア
三
、

0
0
0円

(
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
を

含
む
)

マ
申
込
み
方
法
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
職
業

(
ジ
ュ
ニ
ア
は
学
校
名
、

保
護
者
氏
名
)
を
明
記
の

上
受
講
料
を
そ
え
て
、
市

教
育
委
員
会
体
育
課
ま
た

は
、
市
庭
球
協
会
事
務
局

(
ス
ポ
ー
ツ

・
マ
ツ
シ
マ

内
)
へ
、
申
込
み
く
だ
さ

※
ジ
ュ
ニ
ア
の
申
込
み
は
必

ず
父
兄
の
承
諾
を
要
し
ま

す。

マ
定
員
一
般
初
名

ジ
ュ
ニ
ア
加
名
(
申
込
み
順
)

日
年
度
、
魚
津
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
合
同
入
図
式

き
た
る
4
月
ロ
日
制
午
前
9
時
か
ら

吉
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
(
雨
天
の
場
合
総
合

体
育
館
)
で
市
内
一

、
五
O
O名
余
り

の
団
員
が
集
ま
り
、
合
同
入
図
式
が
行

わ
れ
ま
す
。
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グ
市
民
弓
道
教
室
d

受
講
生
募
集

今
年
も
次
の
要
領
で
弓
道
教
室
を
聞

き
ま
す
。
弓
を
引
い
て
み
た
い
と
お
思

い
の
方
は
、
ぜ
ひ
応
募
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

5
月
日
日
附
か
ら
同
月
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
。

午
後
6
時
初
分
か
ら
8
時

初
分
ま
で
。

マ
と
こ
ろ
市
弓
道
場
(
総
合
体
育
館

温
水
プ
ー
ル
横
)

マ
対
象
者
高
校
生
以
上
の
男
女

マ
募
集
人
員
初
名
(
申
込
み
順
)

マ
受
講
料
一

、
0
0
0円
(
ス
ポ
ー
ツ

傷
害
保
険
料
を
含
む
)

市
教
委
体
育
課
ま
た
は
総

合
体
育
館
ま
で
。

マ
申
込
先

日
年
度
、
前
期
リ
ズ
ム

体
操
教
室
の
開
催

マ
と

4
月
刊
日
か
ら
7
月
M
日

ま
で
毎
週
金
曜
日
目

回
コ
ー
ス
午
前
叩
時
か

ら
日
時
初
分
ま
で
。

市
総
合
体
育
館

き

マ
と
こ
ろ

一
般
婦
人

日
名
(
申
込
み
順
)

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料

六
八

O
円
(
な
お
、
入
館

料
は
含
ま
な
い
)

マ
締
切
日

4
月
8
月
附
ま
で

マ
申
込
み
先
市
総
合
体
育
館

(8
2

ー

1
2
6
3
)

運
動
し
や
す
い
服
装
で
、

室
内
用
ズ
ツ
ス
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
者

マ

定

員

マ
受
講
料

マ
そ
の
他

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

4
月
5
月
行
事
王
足

)以上畿大会(満筋5 
リIi季ナ春 議習会アスコ 行

グイ
事

35i年回士 フ
名

タ

1日7月5 ら月5 

午後時6i但2月4 日7 } 
月 と

10 8 5 
日 日

(日日) 
き

か

20月4 10月4 込み申
日 日

23月4 
4 

護会代表者16月
日 日

マ
問
い
合
わ
せ
先
魚
津
市
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
事
務
局
、
稲
盛
嘉
男
方

合

μ
|
1
7
0
3

V
5
月
の
歩
-
}
う
会
A

5
月
の
歩
こ
う
会
は
、
日
日
に
山
菜

採
り
に
行
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
8
時
出
発
、
パ

ス
で
黒
沢
ま
で
行
き
ま
す
。
そ
の
あ
と

山
菜
を
採
り
な
が
ら
東
城
方
面
へ
と
行

き
、
帰
り
は
東
城
か
ら
パ
ス
に
乗
り
ま

す
。
参
加
者
は
、
午
前
7
時
印
分
ま
で

に
電
鉄
魚
津
駅
前
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ

い。

(畳
食
持
参
)

一
戸
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

め
ざ
し
て

1
魚
津
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

l

コジユ一

結
成
か
ら
一
年
半
:

H

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
魚
津
か
ら
。

を
大
目
標
と
し
て
、
当
ク
ラ
ブ
を
結

成
し
て
か
ら

一
年
半
。

会
員
も
市
内
の
小

・
中
学
生
を
中

心
に
約
初
名
で
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在

で
は
約
印
名
い
ま
す
。

水
泳
は
健
康
の
維
持
・
向
上
は
も

と
よ
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て
の

青
少
年
の
健
全
育
成
、
更
に
、
当
ク

ラ
ブ
は
優
秀
選
手
の
育
成

・
強
化
を

目
的
に
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
は
、
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
等
で
数
多
く
の
上
位
入

賞
を
果
た
し
、
特
に
当
面
の
目
標
で
あ

っ
た
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出

場
を
飛
び
越
え
、

4
月
、
東
京
で
行
わ

れ
る

「日
本
室
内
選
手
権
水
泳
競
技
大

会
」
へ
の
出
場
選
手
も
輩
出
で
き
ま
し

た
。水

泳
の
本
格
的
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
夏

場
を
ひ
か
え
、
現
在
も
市
の
温
水
プ
ー

ル
で
会
員
の
「
と
ぴ
魚
」
た
ち
が
元
気

に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

練
習
は

O
水
、
木
、
土
曜
日

午
後
6
時
i
8時

O
日
曜
日午

後
3
時
1
5時

O
練
習
量
は
一
日
二
千
j
三
千

メ
ー
ト
ル

会
員
募
集

当
ク
ラ
ブ
で
は
新
入
ム
否
貝
務
寡
集
し

て
い
ま
す
。
対
象
は
、
お
お
よ
そ
印
メ

ー
ト
ル
以
上
泳
げ
る
児
童
・生
徒
で
、

特
に
小
学
校
低
学
年
の
入
会
を
歓
迎

し
ま
す
。

申
し
込
み
は

魚
津
市
本
江
3
3
1
1

魚
津
市
室
内
温
水
プ
ー
ル
内

魚
津
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
ま
で

(E
n
-
-
2
6
3
)
 

。1)
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z
f陸

4
月
i
5
月

V
母
親
学
級
(
A
コ
l
ス
)

マ
今
月
の
内
容

・
映
画
H
妊
娠
中
の
日
常
生
活

・
実
習
H
安
産
の
た
め
の
妊
娠
体
操

・
実
習
H
妊
娠
中
の
栄
養

(
盆
血
食
)

.
映
画
H
生
命
の
創
造

・
講
話
H
妊
娠
の
生
理
(
医
師
)

・
実
習
H
先
天
性
股
関
節
脱
臼
の
予
防

.
そ
の
他
H
母
子
の
制
度
な
ど

マ
初
産
の
方
は
早
目
に
必
ず
受
け
ま
し

ょ
う
。
時
間
に
都
合
の
悪
い
方
は
一

課
目
づ
つ
で
も
受
け
ま
し
ょ
う
。

マ
昼
食
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
保
育
を
担
当
さ
れ
る
方
の
参
加
も
お

す
す
め
し
ま
す
。
ご
一
緒
に
ど
う
ぞ
。

V
乳
児
健
康
診
査

幽月日5 l 
2月4 3 月4 9 月4 3 

と
併4日 併4日 6鈴臼

時110前時午9 時2i午時f1 tt 時21午後時1 H11寺0午H前9 寺
き

8 

手2なにnにA日-付月児3 手古主にA2か月児3 

8 がf
か か

月 月

児 児 笥t

If " If 
イ所健呆 魚、 とこ

」一一一----'----
ill!ろ

マ
3
か
月
児
の
健
康
診
査
時
に
、
股
関

節
脱
き
ゅ
う
検
診
を
併
せ
て
行
い
ま

す。
マ
お
母
さ
ん
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
保

育
し
て
お
ら
れ
る
方
は
、
二
人
で
お

い
で
く
だ
さ
い
。

V
一
歳
六
か
月
児
健
康
診
査

マ
お
子
さ
ん
愛
用
の
お
も
ち
ゃ
、
歯
ブ

ラ
シ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

V
三
歳
児
健
康
診
査

月5 6 1月4 5 月4 8 と

制 日 附日 附日
き

月4 月4 月3 
対30 15 歳33日1 

3日
歳3ま日

歳ま lこま
にで にで なで
なに なに つに

幼る児 幼る児 幼f児こ 象

f健戸呆斤魚i掌
と

If If 」ー，

|ろ

マ

受

付

H
午
後
1
時
i
2
時

V
百
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
(
三
種
混
合
)
予
防
接
種

マ
該
当
者

(
第
一
期

・
三
回
接
種
)
H
4
月
1
日
現

在
、
2
歳
児

(3
歳
児
で
ま
だ
接
種
の

終
了
し
て
い
な
い
幼
児
も
含
む
)
。

(
第
二
期

・
一
回
の
み
接
種
)
H
第
一
期

を
二
回
j
三
回
接
種
終
了
者
で
、
最
終

接
種
目
後
、
一
年
を
経
過
し
て
い
る
3

歳
児
。

マ
な
お
、
4
歳
児
i
5
歳
児
で
初
回
接

種
の
開
始
が
遅
れ
た
幼
児
は
、
ジ
フ

テ
リ
ア
と
破
傷
風
の
二
種
混
合
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

マ
実
施
日
程

(
該
当
日
に
都
合
の
悪
い

方
は
、
い
づ
れ
の
日
程
で
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
)
。

幽日3月4 附日2月4 
第

回目一

幽2日4月4 耐2日3月4 四目 二第

(1村日8月6 (1必日6月6 回目 三第

松念片貝下道 ぬ吉住村木
該

富西1市1日 上野方大町
当

地
. 経回

上中本江 区神ヲミ

マ
と
こ
ろ
H
市
民
会
館

マ
受
付
H
各
日
と
も
午
後
1
時
1
2
時

V
麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
)
予
防
接
種

マ
と
こ
ろ
H

市
内
の
か
か
り
つ
け
の
医

師
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
接
種
対
象
者
H
2
歳
児
を
中
心
に
生

後
日
か
月
か
ら
お
か
月
に
至
る
期
間

内
で
、
年
中
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
申
込
み
方
法
H
市
生
活
環
境
課
保
健

係
で
、
直
接
予
防
接
種
の
申
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。
(
な
お
、
手
元
に
接

種
券
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
早
め
に

受
け
ま
し
ょ
う
)。

マ
料
金
H
無
料

マ
注
意
事
項
H
生
ワ
ク
(
ポ
リ
オ
)
投
与

後
1
か
月
を
経
過
し
て
い
な
い
幼
児

は
ハ
シ
カ
予
防
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
o

v
上
半
期
生
ワ
ク
(
ポ
リ
オ
)
投
与

マ
該
当
者
日
生
後
3
か
月
1
1
歳
半
の

間
に
一
面
実
碕
都
合
で
受
け
ら
れ

身
体
の
健
康
に
つ
い
て
は
私
た

ち
は
、
か
な
り
の
関
心
と
知
識
を

も
っ
て
い
て
調
子
が
悪
い
と
す
ぐ

医
者
や
薬
を
考
え
ま
す
が
、
精
神

の
不
健
康
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
?
無
関
心
で
あ
っ
た
り
、

受
診
(
相
談
)
を
た
め
ら
っ
た
り

し
て
は
い
ま
せ
ん
か
?
身
体
と
同

じ
よ
う
に
精
神
も
当
然
疲
れ
た
り
、

病
ん
だ
り
す
る
の
で
す
。
次
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
是
非
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

な
か
っ
た
幼
児
は
、
3
歳
児
の
う
ち

受
け
ま
し
ょ
う
。

マ
実
施
日
程
(
該
当
日
に
都
合
の
悪
い

方
は
、
い
づ
れ
の
日
程
で
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
)
。

1月5 2 月5 7 
附月日5 6 

と

{刈日 t対日
き

総 事商民下部進
吉上野方村木大町

該

ざ 当

ら 五音 上島中本江・

地

L、
松倉片-

区

住

市民会館
と

If If .::: 
ろ

マ
受
付
H
各
日
と
も
午
後
1
時
i
2
時

マ
注
意
事
項
H
麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
)
予
防

接
種
後
1
か
月
を
経
過
し
て
い
な
い

幼
児
は
、
生
ワ
ク
(
ポ
リ
オ
)
投
与
は

で
き
ま
せ
ん
。

V
日
本
脳
炎
予
防
接
種

マ
接
種
対
象
及
び
方
法

3
歳
1
日
歳
ま
で
の
方
を
対
象
と
す
る

0

・
初
回
接
種
H
7
日
j

U
日
間
隔
で
二

回
接
種
。

・
追
加
接
種
H
初
回
接
種
の
翌
年
一
回

接
種
で
基
礎
免
疫
と
す
る
。

ヘ

V
眠
れ
な
い
。
い
ら
い
ら
す
る
。

V
不
安
だ
。
憂
う
つ
だ
o

vし
ゃ
べ
り
す
ぎ
る
。

V
部
屋
に
閉
じ
こ
も
る
。

V
何
も
し
な
い
で
い
る
。

V
何
も
し
な
い
の
に
乱
暴
す
る
o

v体
の
こ
と
を
特
に
気
に
す
る
o

vそ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な
心
の

悩
み
。

。

と

き

4
月
幻
日

ω
午

後
l
時
初
分
か
ら
3
時
ま
で

。
と
こ
ろ

魚
津
保
健
所

54 
日月

3
1
5
5
一

本

江

浦
田
病
院
一

U
b
i
-
'
)
i
l

a
E
折

R
一
宮
@
i
5
0
5
3

c
t
i
E
一
浜
経
団

江
幡
医
院
一

M
M
f
i
l
'
J

t
甲

E
E
h
一宮

@
1
5
0
5

2

f
1
5
5
一

本

江

浦
田
病
院
一

U
b
j
'
!
'
:

a
E
折

E
一
宮
@
i
5
0
5
4

魚
津
神
経
サ
一
江
口

ナ
ト
リ
ウ
ム
一

宮
@
1
3
4
8
6

河
内
内
科
一
下
材
木
町

病

院

一

宮
@
1
3
2
1

0

5
、「

ZEE-
友

道

扇
谷
医
院
一

M
h
v記
I
l
l
i
-
-
l

{f
E
E
一
宮
@
i
1
3
5
5

P
E
-
-
E
b
一
双
葉
町

鈴
木
医
院
一

引
初
日

)

-

i

v

s
p
E
E
一宮

@
1
0
1
1
7

沢
口
内
科
一
火
の
宮
町

医

院

一

宮
@

i
1
7
4
8

12 
日

19 
日

26 
日

29 
日

35 
日月

4 
日

5 
日

(12) 

。診療時聞は、いずれも午

前9時から午後5時まで。
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へ・
基
礎
免
疫
終
了
後
、
日
歳
ま
で
の
方

に
対
し
て
3
年
ご
と
に
追
加
免
疫
と

し
て
一
回
実
施
す
る
。(
小
学
校
2
年

生
と
5
年
生
、
中
学
校
2
年
生
で
各

小

・
中
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。)

な
お
、

3
歳
以
上
で
施
設
等
へ
入
っ

て
い
な
い
幼
児
は
、
次
の
日
程
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

マ
宮
拝
施
日

聖f あ 道

布語育西園

松

方

保育けぴ園

下 iT と

{呆 保 {呆

育 育 育 ろ
図 図 図

月5 月5 月5 月5 月5 第

11 11 8 l 
回日 日 日 日 日

(11) (1-1) 幽 幽 幽 目

月5 月5 月5 月5 月5 第

21 18 20 11 8 
日 日 日 日 日 回

(村 (11) (Jj() (11) 幽 目

マ
受
付
H
各
日
と
も
午
後
1
時
初
分
1

2
時

マ
料
金
無
料

V
前
記
の
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

次
の
禁
忌
事
項
に
該
当
す
る
場
合
、

今
回
の
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
幼

児
で
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ω発
熱
、
ま
た
は
著
し
い
栄
養
障
害
の

状
態
に
あ
る
幼
児
。

ω心
臓
血
管
系
、
じ
ん
臓
疾
患
、
ま
た

は
肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
、
治
療

を
勧
め
ら
れ
て
い
る
幼
児
。

ω接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
幼
児
。

ω過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種
に

よ
り
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る

幼
児
。

ω接
種
前
1
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
幼
児
。

附
下
痢
を
し
て
い
る
幼
児
。

閉
そ
の
他
、
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適
当

と
認
め
ら
れ
た
幼
児
は
接
種
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
接
種
当
日

・
朝
と
畳
の
体
温
は
、
で
き
る
だ
け
自

宅
で
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

・
母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑
を
持
参
く
だ

さ
い
。

V
胃
検
診

月5 月5 月5 月4 と

13 12 7 1 22 
日 日 日 日

き
(7J¥) (刈 {村 (Jj() 

貫rふ、主‘ 、 魚jArjt l，z 、 青年少ホ 民館片貝八白

と

民館 民館
ろ

ム

4 4 4 4 

4締;TJ込申月 月 月 月
30 30 27 14 
日 日 日 日 日

マ
受
付
H
午
前
9
時
i
m時

マ
料
金
H

一、
0
0
0円

@
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、
た

ば
こ
、
水
な
ど
一
切
召
し
上
が
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。

V
婦
人
検
診

月5 月5 
4 

と
月

13 7 27 
日 日 日

き
(7J¥) (;f¥) (11) 

民館魚津べ.L 
青年少ホ

館片民貝八ム

と

ろ
ム

4 4 4 

句語司日ド1 月 月 月
30 27 14 
日 日 日

マ
受
付
H
午
後
l
時
1
2
時

マ
料
金
H
九
O
O円

マ
5
月
7
日
の
青
少
年
ホ
ー
ム
と
5
月

日
日
の
魚
津
公
民
館
で
は
、
併
せ
て

乳
が
ん
検
診
も
行
い
ま
す
。
料
金
は

九
五
O
円
で
す
。

グ:

ど1
1
1フフ

V
健
康
体
操

11 j附匂日4監K 週目毎木日酎 11 4i附丹日盟& 
と

11 11 11 
i 午illFl年o I 

時3分1L01午時3分前9 0 き
3時うl〉0 l 

i公i館魚iにt 
本江公I釦に: 

キ11

下i公iぬ直〈: 

と

の木公i館t 
ろ

V
健
康
相
談

l'Ij2F日4 1 1 (刈2F4日1 1 0l)21日4 1 0 {刈1月日4 4 

IU午f主年
時3I分自01午首"3分10 官を0 

111午u与K 
千時後3午官時 き

時3 時3 

i E 

百

?T E 告改 西高量
と

場E

~f: 
ろ

医師祭E告 里，災t測asEl病成人i主
i~1i 

考

V
栄
養
指
導
車
巡
回
お
知
ら
せ

284 284 274 274 
日月 日月 日月 日月
(刈 (刈 聞か]l と

午後 午前 午後 午前

l 時
1 時10 

IP寺 1時10 き

H3 寺 時123分0 3 1230 
時分

l公色家
?尺 常

本江
凹 I!出u 

と

背果
'i、‘ 

民館
考:

民fig 
駐場車 ろ

マ
内
容
H
バ
ラ
ン
ス
食
(
栄
養
士

・
試
食

「
家
庭
の
日
L

の
入
選
作
文

青
少
年
育
成
魚
津
市
民
会
議
で
市
内

の
青
少
年
を
対
象
に
「
{
丞
胞
の
日
」
の

作
文
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
日
点
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
委
員
会
で
厳
正
な
る

審
査
の
結
果
、
次
の
作
品
が
入
選
し
、

さ
る
3
月
幻
日
開
に
市
役
所
で
行
わ
れ

た
「
家
庭
の
日
」
普
及
推
進
大
会
の
席

上
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

。
最
優
秀
賞

「

竹
馬
に
挑
戦
」

清
水

宏
記
(
大
町
小
5
年
)

O
優
秀
賞
「
私
の
{
杢
胞
」

溝
口
恵
都
美
(
西
部
中
1
年
)

O
優
秀
賞
「
わ
た
し
の
宝
物
」

永
田
奈
穂
子
(
西
部
中
2
年
)

。
佳

作
「
心
の
か
け
橋
」

古
川

裕

子
(
西
部
中
2
年
)

「
た
の
し
い
ス
キ

!
」

高
瀬
恵
子
(
経
団
小
1
年
)

「家
族
と
の
会
話
の
時
間
」

』

P

最
優
秀
賞
を
受
け
た
清
水
宏
記
君

高
瀬
浩
二
(
経
団
小
4
年
)

「
楽
し
い
夕
飯
時
」

森

智

之

(

松

倉

小
5
年
)

「
楽
し
い
家
庭
」

経

沢

諭

(

経

団

小
4
年
)

「
{
杢
挺
の
日
」

伊

井

章

(

西

部

中

1
年
)

「思
い
や
り
の
あ
る
{丞挺」

広
瀬
祐
輔
(
経
団
小
4
年
)

「
姉
の
成
人
式」

松
倉
富
三
恵
(
西
部
中
2
年
)

1
青
少
年
育
成
魚
津
市
民
会
議
1

子、

(13) 

青
少
雲
南
成
魚
津
市
民
会
議
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-
引
国
際
障
害
者
年

市
で
は
、
国
際
障
害
者
年
を
-
記
念
し

て、

4
月
1
日
か
ら
、
重
度
身
体
障
害

者
の
た
め
の
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
」
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
、
「
魚
津
市

心
身
障
害
者
年
金
」
の
増
額
と
対
象
者

の
拡
大
を
行
い
ま
す
。

ー
、
魚
津
市
身
体
障
害
者
福
祉
タ
ク

シ
ー

こ
れ
は
、
重
い
障
害
の
た
め
、
家
の

外
へ
出
る
こ
と
が
困
難
な
方
が
、
少
し

で
も
社
会
参
加
が
容
易
に
な
る
よ
う
に

タ
ク
シ
ー
料
金
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

対
霊
在
、
身
体
障
害
者
手
帳
一
級

で
、
下
肢
、
体
幹
、
及
び
視
覚
に
障
害

を
お
持
ち
の
方
で
、
助
成
額
は
、
年
間

三
千
円
で
す
。

2
、
魚
津
市
心
身
障
害
者
年
金

こ
れ
は
、
重
い
障
害
を
お
持
ち
の
方

の
生
活
安
定
を
願
っ
て
従
来
支
給
し
て

き
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
年
金
額
が
、

一
万
二
千
円
に
増
額
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
と
も
な
い
、
対
墾
告
が
次
の

よ
う
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
手
帳
一
級
、
及
び
二

・

三
級
で
3
歳
以
上
初
歳
未
満
の
方
、

精
神
薄
弱
者
に
つ
い
て
は
、
療
育
手

帳
A
、
及
び
手
帳
B
で
3
歳
以
上
初
歳

未
満
の
方
で
す
。

な
お
、
申
請
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
市

社
会
福
祉
課
(
宮
②
2
2
0
0
内
線
2

2
0
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
は

4
月
1
日
か
ら
新
料
金
で

市
で
は
、
百
楽
荘
が
開
設
さ
れ
た

ω

年
4
月
以
来
、
利
用
者
(
老
人
)
一
人

に
つ
き
一

O
O円
の
利
用
料
金
を
納
め

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
4

月
1
日
か
ら
は
、
次
の
料
金
表
に
よ
り

利
用
料
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
案
内
し
ま
す
。

(削場含JU人5 問-体 方の討謀同の 区

分

8 円

一
五三官料0 円 五0 円

個

.5f室皮
佐 用

本十

8 円

h位o害2 

-
魚
津
市
史
上
巻

予
約
申
込
受
付
中
/

ー
最
後
の
入
手
チ
ャ
ン
ス
|

市
で
は
来
春
魚
津
市
史
史
料
集
を
発

刊
す
る
平
ム
疋
で
す
が
、
そ
れ
に
合
わ
せ

て
現
在
手
持
ち
の
な
く
な
っ
て
い
る
上

巻
を
増
刷
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
全
く
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
故
郷
の
歴

史
書
を
こ
の
機
会
に
是
非
座
右
に
お
備

え
に
な
り
ま
す
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

な
お
万
一
希
望
者
が
少
な
い
場
合
に
は

印
刷
を
と
り
や
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は

3
月
号
γ

広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

締
切
日

5
月
末
日

申
込
先
市
役
所
総
務
課
行
政
係

告
②
2
2
0
0
内
線
2
5
8

-
設
備
近
代
化
資
金
・

設
備
貸
与
の
説
明
会

県
で
は
、
中
小
企
業
者
を
対
象
に
機

械
設
備
の
設
置
に
必
要
な
「
設
備
近
代

化
資
金
」
を
貸
付
け
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
振
興
協
会
で

も
、
設
備
を
近
代
化
し
、
経
営
の
合
理

化
を
は
か
る
中
小

4

企
業
者
に
対
し
て
、

設
備
の
貸
与
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。両

制
度
の
説
明
会
は
、
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
、
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

O
と

き

4
月

η
日
幽

午
後
1
時

ω分
1
4時

魚
津
商
工
会
議
所

三
階
会
議
室

O
と
こ
ろ

-
市
道
北
鬼
江
中
川
線
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置

こ
の
ほ
ど
市
道
北
鬼
江
中
川
線
の
中

川
用
水
沿
い
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
中
川
用
水

に
転
落
等
の
危
険
が
あ
る
た
め
、
県
道

か
ら
海
岸
側
に
延
長
四
百
四
十
灯
に
わ

た
り
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
工
事
費
六

百
八
十
万
円

な
お
、
こ
の
工
事
は
、
ビ
ニ
フ
レ
ー

ム
工
業
側
の
増
設
工
場
を
対
象
に
し
た

富
山
県
企
業
立
地
推
進
事
業
の
適
用
を

受
け
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

-
市
民
会
館
大
ホ

l
ル
催
物

成ヤ
アピノ

成ヤ

遂動市2金3 審の金岡
莱ハ"7 来-ハ<' 1催

会表発音蚕主

コ

表会発音警蚕! 
物

サント 名

PM29 AM26 AM19 AM 5 
きと

時l際日) 時10(日rn 時10(日[1) 時10 ( 日口) 

盤 盆王 盤E 無
場料入

料 料 料 料

魚i庖掌側開進
ドグ

高梨書 センタ1魚詞市富E {王者銭
JレJレ
チ l

堂 エプ

-
若
者
の
来
館
を
待
っ
て
い
る

勤
労
青
少
年
ホ
i
ム

/

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
は
、
働
く
青
少

年
の
憩

・
趣
味
・
教
養
等
仕
事
の
余
暇

を
楽
し
む
場
で
す
。
4
月
は
学
校
を
巣

立
っ
て
、
実
社
会
に
と
び
出
し
た
若
者

が
不
安
と
緊
張
感
を
感
じ
る
月
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
時
ホ
ー
ム
へ
来
て
各
サ
ー

ク
ル

・
教
養
教
室
へ
入
会
し
、
働
く
若

者
た
ち
で
青
春
の
一
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
仲
間
が
待
っ
て

い
ま
す
。

V
教
養
教
室
紹
介

料
理
・
抹
茶

・
日
本
人
形
・
煎
茶
・
お

琴

・
き
も
の
着
付
・

絵
画

・
生
花
各
教

室
で
す
。

V
サ
ー
ク
ル
紹
介

社
交
ダ
ン
ス

・
手
話

・
ヘ
ル
ス
・
ギ
タ

ー
・
卓
球
・
竜
挙
道

・
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ

ー

・
各
サ
ー
ク
ル
で
す
。

開
館
時
間
|
午
後
1
時
l
午
後
9
時

休
館
日
1

毎
週
日
曜
日

・
祝
日

く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

宮
②
4
3
3
0

。司

-
ゴ
ミ
収
集
自
程
変
更

(
一
部
の
地
区
の
み
)

市
で
は
、
ゴ
ミ
量
の
増
加
等
に
伴
い
、

巡
回
コ
1

ス
の
再
検
討
を
行
い
、
こ
の

た
め4

月
6
日
開
よ
り
、
次
の
一
部
の
地

区
の
み
、
ゴ
ミ
の
収
集
日
程
を
変
更
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
間
違
い

の
な
い
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す。0
現
在
ま
で
の
水

・
土
曜
日
の
収
集
地

の
う
ち
、
次
の
地
区
を
、

月
・
木
曜

日
に
収
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
岡
仏
田
、
上
坂
の
下
の
一
部
、
磯
路
、

下
道
、
小
川
田
市
住
、
荒
磯
、
仏
又
、ヘ
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ヘ青
島
l
区
、
2
区、

3
区
、
友
栄
住

宅
、
北
中
、
北
中
市
住
、道
下
住
宅
、

の
各
地
区

O
現
在
ま
で
の
水

・
土
曜
日
の
収
集
地

区
の
う
ち
、
次
の
地
区
を
、

火
・
金

曜
日
に
収
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。
-
本
新
、
北
鬼
江
2
区、

3
区
、
吉
島

8
区
、
江
口
、
新
江
口
、
持
光
寺
、

以
上
各
一
部
の
地
区
、
仏
国
、
の
各

地
区

な
お
、
こ
の
地
区
以
外
は
従
来
ど
お

り
収
集
し
ま
す
。

-
マ
ツ
ケ
ム
シ
の
防
除

春
と
共
に
松
の
葉
を
食
害
す
る
マ
ツ

ケ
ム
シ
:
:
:
そ
の
習
性
と
防
除
法
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

幼
虫
は
日
月
上
旬
か
ら
針
葉
の
問
、

樹
皮
の
割
れ
目
な
ど
で
越
冬
し
、
翌
春

4
月
ご
ろ
食
害
を
開
始
し
、
6
月
ご
ろ

か
ら
マ
ユ
を
つ
く
り
「
サ
ナ
ギ
」
と
な

り
7
、
8
月
ご
ろ
羽
化
し
針
葉
に
卵
塊

を
産
み
つ
け
鮮
化
し
た
幼
虫
が
ま
た
越

冬
す
る
。

マ
ツ
ケ
ム
シ
の
防
除
は
次
の
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ω
4
1
5
月
、
幼
虫
期
に
デ
ィ
プ
テ
レ

ツ
ク
ス
乳
剤
八

O
O
i
一、

0
0
0倍

ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
一
、
0
0
0倍
液
を

散
布
す
る
。

ω7月
ご
ろ
、
熟
幼
虫
に
前
記
薬
剤
の

四
O
O
j
五
O
O倍
液
を
散
布
す
る
。

ω日
月
ご
ろ
、
幹
に
菰
を
巻
き
つ
け
て

お
き
、
そ
の
中
で
越
冬
し
た
幼
虫
を

翌
春
焼
殺
す
る
。

-
漁
業
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い

事
故
の
な
い
、
楽
し
い
遊
漁
を

か
海
で
楽
し
む
遊
漁
者
。

の
み
な
さ
ん
へ

海
の
遊
漁
に
は
、
い
ろ
ん
な
ル

l
ル

が
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

谷川昭一湯上 30，000円

寄 光寺寒修行者一同 50，000 " 

船崎岩雄本町二丁目 10，000 " 

粟山 進本町一丁目 50，000 " 

宮島 清本町一丁目 20，000 " 

鶴見美津子新宿 50，000 " 

石 野正雄大光寺 2，700 " 

真成寺信行会、長教寺唱題会一同
23.400 " 

30，000 " 

17，809 " 

25，000 " 

20，000 " 

6，000 " 

5，000 " 

50.000 " 

春 日清一諏訪町

愛の募金箱サンプラザ

成田すず子道坂

田原長次緑町

友田道治新角川二丁目

有沢武雄本町二丁目

大黒信吉新角川一丁目

く
だ
さ
い
。

l
、
漁
業
者
に
は
、
生
活
を
営
む
た
め

の
漁
業
権
が
あ
り
、
こ
れ
を
侵
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

2
、
遊
漁
者
の
ま
き
え
釘
、
ひ
き
釣
(
ト

ロ
ー
リ
ン
グ
)
、
刺
網
、
は
え
な
わ

釣
、
イ
カ
釣
機
、
潜
水
器
や
水
中
銃

等
を
使
用
し
て
の
漁
獲
は
、
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

3
、
資
源
保
護
の
た
め
に
、
水
産
動
植

物
を
む
や
み
に
採
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

4
、
操
業
中
の
漁
船
や
つ
け
場
等
に
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

5
、
夜
間
や
風
の
出
そ
う
な
日
は
出
漁

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

6
、
漁
港
や
、
船
揚
場
に
み
だ
り
に
船

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

7
、
空
き
カ
ン
や
、
ゴ
ミ
を
大
切
な
海

に
捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

8
、
定
置
漁
業
保
護
区
域
に
は
入
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。
(
図
面
参
考
)

定置漁業の保護区域

しコ保護区践の範囲 2∞-500m

』ョgゆ f

# *司ー"ZZFAZ 

13ω-15∞m ' 、

(附耐) " 子
ご 定 保
と置護
に 網 区
異 の 域
な漁の
る 業 範
。種囲

類 は

納期限は

4月30日です

固定資産税第1期分

-
婦
人
市
民
大
学
講
座
(
第
4
回
)

4
月
日
日
附

午
後
1
時
初
分
1
3
時
初
分

・
と
こ
ろ
本
江
公
民
館

-
講
師
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

校

長

室

田

悼

・
テ
ー
マ
「
教
育
と
投
資
」

-
定
員
印
名
(
先
着
順
、
無
料
)

-
主
催
富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

・
協
賛
魚
津
社
会
教
育
推
進
会
議

-
と
き

-
進
学
・
就
職
の
お
祝
い
を

お
便
り
で

進
学

・
就
職
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま

し
た
。
希
望
を
胸
に
新
し
い
ス
タ
ー
ト

を
切
る
友
人
や
知
人
に
、
お
祝
い
や
激

励
の
お
便
り
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

マ
転
居
届
は
郵
便
局
に
も

転
勤
な
ど
で
転
居
さ
れ
る
こ
と
の
多

く
な
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
転
居
さ

れ
る
と
き
は
、
郵
便
局
に
も
転
居
届
を

お
出
し
く
だ
さ
い
。

転
居
届
の
用
紙
は
、
郵
便
局
の
窓
口
、

市
役
所
の
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

マ
4
月
1
日
か
ら
は
が
き
が

ω円
に
な
り
ま
す
。

-
電
話
教
室

魚
津
電
報
電
話
局
で
は
、
今
春
社
会

人
と
な
ら
れ
る
新
入
社
員
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
「
電
話
の
知
識
」
や

「
電
話
の

正
し
い
マ
ナ
l
」
等
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
電
話
教
室
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
と
き
、
と
こ
ろ
等
を

お
決
め
い
た
だ
き
次
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
人
数
に
関
係
な
く
こ
ち
ら
か
ら

出
向
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

魚
津
電
報
電
話
局
営
業
課

宮
②
4
9
2
5

4月1日開館Y
-埋没林博物館

( 4月 1 日 ~1l月 30 日 )

-
電
気
配
線
無
料
診
断

-歴史民族資料館
( 4月 1 日 ~1l月 30 日 )

4
月
中
に
次
の
地
区
の
無
料
診
断
を

行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

木
下
新
、
天
神
野
新
、
長
引
野
、

布
施
爪
、
黒
沢
、
大
沢
、
日
尾
、
御
影

く
わ
し
い
こ
と
は
、
北
陸
電
気
保
安

協
会
魚
津
事
務
所
(
新
金
屋
一
丁
目
北

陸
電
力
側
魚
津
営
業
所
内
)

宮

(
@
1
6
5
5

。。
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水手

尾ぉ

山2

城三

所

A

司
法
市
升
方

在

角
川
ダ
ム
の
西
岸
に
そ
び
え
る
山
頂

に
南
北
に
細
長
く
延
び
る
山
城
が
あ
る
。

坪
野
城

・
金
山
谷
城

・
升
方
城
な
ど

と
同
様
に
、
水
尾
山
城
も
新
川
郡
最
大

の
山
城
松
倉
城
の
出
城
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。水

尾
山
城
の
文
献
記
載
は
少
な
く
、

『越
中
古
城
記
』
に
は
水
尾
兵
衛
が
居

城
し
て
い
た
と
伝
え
る
の
み
で
あ
り
、

『得
田
文
書
』に
も
貞
和
二
年
に
能
登
勢

が
越
中
に
入
り
、

7
月
日
日
松
倉
と

「

水
尾
南
要
害
」
を
攻
め
、
日
・
初
日
に

も
「
水
尾
城
」
に
押
し
寄
せ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

城
は
細
長
い
山
頂
を
削
平
し
、
空
堀

に
よ
っ
て
、
四
つ
の
郭
に
区
分
し
て
い

る
。
遺
構
と
し
て
は
、
五
つ
の
空
堀
や

土
塁

・
石
垣
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
主

郭
と
み
ら
れ
る
北
端
に
は
門
状
の
遺
構

も
あ
る
。

近
年
、
水
尾
山
城
の
麓
ま
で
開
発
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
昔
の
面
影
も
少
し

づ
つ
薄
れ
て
き
て
い
る
。

松
倉
城
を
中
心
と
す
る
山
城
群
は
県

下
で
も
最
大
級
の
文
化
遺
産
で
あ
る
。

こ
れ
を
後
世
ま
で
に
伝
え
る
の
が
わ
れ

わ
れ
の
義
務
で
あ
ろ
う
。

'・

広
報
4
月
号
を
お
と
ど
け

--d
し
ま
す
。

瞳
暗

い
よ
い
よ
新
学
期
で
す
。
入

富
岡

学
の
子
供
が
約
束
や
規
律
の

@
舗

あ
る
集
団
生
活
を
学
ぶ
こ
と

と
学
校
は
楽
し
い
と
こ
ろ
と
い
う
期
待

感
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う
。

入
学
は
子
供
に
と
っ
て
は
、
誇
り
で

あ
り
楽
し
み
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
母
さ
ん
方
は
、
あ
れ
も
こ
れ
も
身
に

つ
け
さ
せ
よ
う
と
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
小

言
を
い
う

3

?
'阪

こ
と
は
、

k-Hugs

f
‘

〉
」

・

J
ノ
内

九い
い

6

子
供
は
か

k
内
、
V
P
~
・

F
S

わ
い
そ
う
ッ
ツ
〈
降
臨
，
‘
‘

f

で
す
。
さ

.
k
『

4
温
飼
え

d
.
，

し
せ
ま
っ

、一

て
お
母
さ
ん
の
小
言
は
百
害
あ
っ
て
一

利
な
し
と
心
得
ま
し
ょ
う
。
入
学
は
新

し
い
試
練
で
成
長
過
程
の
通
過
行
事
だ

と
位
置
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

今
迄
の
家
庭
の
し
つ
け
を
ふ
り
返
り

我
が
子
の
心
身
両
面
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る

成
長
を
さ
せ
る
た
め
の
教
育
や
し
つ
け
方

と
方
針
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
両
親
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

4
月
は
新
入
学
児
童
が
い
る
こ
と
を
念

頭
に
お
き
安
全
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

。。印刷/魚津田刷株式会社

園置盟国EII
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200. 75knt 

7.9km 

13，161 

24，052人

26，026人

50，078人

(2月末現在)

市の面積

海岸線

世 帯数

人口(男)

(女)

計


